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佐
世
保
出
張
所
（
所
長 

田
代

教 

１
等
海
尉
）
は
、
11
月
９
日

（
火
）佐
世
保
市
宇
久
町
の
宇
久

平
港
に
お
い
て
、多
用
途
支
援
艦

「
あ
ま
く
さ
」に
よ
る
艦
艇
広
報

を
実
施
し
た
。 

本
艦
艇
広
報
に
は
、特
別
公
開

と
し
て
宇
久
小
・
中
学
校
の
生
徒

及
び
教
諭
62
名
が
参
加
し
、
３

個
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
艦

橋
・
医
務
室
・
食
堂
の
説
明
や
隊

員
に
よ
る
ラ
ッ
パ
吹
奏
な
ど
を
見

学
し
た
。特
に
艦
橋
で
は
参
加
者

が
双
眼
鏡
を
覗
い
た
り
、操
舵
席

に
座
る
な
ど
し
て
自
衛
官
気
分

を
楽
し
ん
で
い
た
。参
加
し
た
中

学
生
か
ら
は
「
自
衛
官
カ
ッ
コ
イ

イ
。
」
「
俺
、
自
衛
官
な
ろ
う
か

な
。
」
な
ど
と
将
来
へ
の
入
隊
意

欲
の
声
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
参
加

し
た
小
学
生
か
ら
は
、乗
員
に
対

し
て
大
き
な
声
で
元
気
よ
く
挨

拶
や
質
問
を
し
、帰
る
際
に
は
見

え
な
く
な
る
ま
で
手
を
振
る
な

ど
、
親
近
感
あ
ふ
れ
る
雰
囲
気
の

ま
ま
終
了
し
、
非
常
に
有
意
義
な

艦
艇
広
報
と
な
っ
た
。 

佐
世
保
出
張
所
は
、今
回
の
艦

艇
広
報
だ
け
で
な
く
、職
場
体
験

や
職
業
講
話
な
ど
を
積
極
的
に

実
施
し
、早
期
に
自
衛
隊
へ
の
興

味
や
理
解
を
継
続
的
に
広
げ
て

い
く
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
佐
世
保
出
張
所
） 

■軽装甲機動車 
防災パネル 
携行食の展示 

（
募
集
課
） 

（
募
集
課
） 

多
用
途
支
援
艦 

「あ
ま
く
さ
」特
別
公
開 

 ■食堂での説明  

長
崎
地
本
（
本
部
長 

江
上
昌
利 

１
等
海
佐
）
は
、
11
月
13
日
（
土
）
及
び
14
日
（
日
）

に
十
八
親
和
銀
行
等
が
主
催
す
る
「
長
崎 

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ 

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」
に
お
い
て
、
第
16
普
通

科
連
隊
（
連
隊
長 
福
添
哲
生 

１
等
陸
佐
）
の
支
援
を
得
て
募
集
広
報
を
実
施
し
た
。
来
場

者
総
数
は
両
日
合
わ
せ
て
約
１
万
５
千
名
で
あ
っ
た
。 

出
島
メ
ッ
セ
長
崎
は
11
月
１
日
（
月
）
に
長
崎
市
尾
上
町
に
お
い
て
開
業
し
た
大
型
多
目

的
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
本
イ
ベ
ン
ト
は
こ
の
開
業
に
伴
う
、
こ
け
ら
落
と
し
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。 

本
イ
ベ
ン
ト
中
、
「
子
ど
も
の
お
仕
事
体
験
」
に
設
営
し
た
自
衛
隊
ブ
ー
ス
に
は
１
６
２

名
の
小
学
生
と
１
２
０
名
の
保
護
者
が
訪
れ
た
。
長
崎
募
集
案
内
所
（
所
長 

赤
波
江
真
治 

准
陸
尉
）
に
よ
る
ロ
ー
プ
結
索
法
の
体
験
教
室
の
ほ
か
、
軽
装
甲
機
動
車
・
防
災
パ
ネ
ル
・

携
行
食
の
展
示
を
実
施
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
小
学
生
と
保
護
者
は
熱
心
に
ロ
ー
プ

結
索
法
に
取
り
組
ん
で
い
た
。 

 
■ロープ結索法の体験教室 

における 

■募集広報ブースにて来場者への説明 

ま
た
、本
イ
ベ
ン
ト
併
催
の

「
な
が
さ
き 

は
た
ら
く
バ
イ

宣
言
！
」
合
同
企
業
説
明
会

に
は
、
琴
海
地
域
事
務
所
（
所

長 

中
村
恭
博 

陸
曹
長
）
が

募
集
広
報
ブ
ー
ス
を
展
開
し

11
名
に
対
し
て
説
明
を
実
施

し
た
。 

長
崎
地
本
は
、長
崎
県
民
に

対
し
て
自
衛
隊
に
対
す
る
理

解
を
深
め
て
も
ら
い
、引
き
続

き
積
極
的
な
募
集
広
報
活
動

に
努
め
て
い
く
。 

 

■艦橋で双眼鏡を覗いている参加者 
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（
対
馬
駐
在
員
事
務
所
） 

長
崎
地
本（
本
部
長 

江
上
昌
利 

１
海
佐
）は
10

月
18
日
（
月
）
か
ら
22
日
（
金
）
、
長
崎
県
内
で

今
年
度
２
回
目
の
若
年
定
年
退
職
予
定
隊
員
向
け

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
た
。 

本
施
策
は
、若
年
定
年
退
職
予
定
隊
員
に
対
し
て

は
、
再
就
職
先
と
な
る
職
域
の
拡
大
、
再
就
職
者
の

早
期
離
職
防
止
を
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
企
業

に
対
し
て
は
、自
衛
官
の
有
用
性
周
知
を
目
的
に
実

施
し
て
い
る
。今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
調
整

段
階
で
長
崎
県
に
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が
適

用
さ
れ
る
な
ど
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
第
５

波
が
重
な
っ
た
こ
と
が
影
響
し
、各
援
護
担
当
者
は

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受
入
れ
て
く
だ
さ
る
企
業
の

選
定
・
調
整
に
苦
労
し
た
。
し
か
し
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

受
検
を
条
件
と
す
る
企
業
や
退
職
自
衛
官
の
雇
用

実
績
が
無
い
も
の
の
中
止
と
な
っ
た
長
崎
県
任
期

制
隊
員
合
同
企
業
説
明
会
に
応
募
さ
れ
た
新
規
企

業
な
ど
製
造
業
２
社
及
び
運
輸
業
、
ホ
テ
ル
業
、
障

害
者
支
援
施
設
各
１
社
の
計
５
社
か
ら
同
意
を
頂

い
た
。
参
加
し
た
９
名
の
隊
員
は
、
今
回
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
が
職
域
選
択
の
幅
を
広
げ
る
と
と
も

に
、業
務
体
験
や
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
の
社
員
と
の
懇
談
を

通
じ
、再
就
職
先
選
定
及
び
諸
準
備
の
不
安
や
疑
問

の
解
消
も
一
定
程
度
図
れ
た
旨
を
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
終
了
後
の
意
見
交
換
会
で
口
々
に
語
っ
て
い

た
。
ま
た
、
自
衛
官
の
雇
用
実
績
が
無
か
っ
た
新
規

企
業
へ
も
自
衛
官
の
有
用
性
周
知
を
一
定
程
度
図

れ
た
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、じ
後
の
定
年
制
の
就

職
援
護
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

長
崎
地
本
は
、来
年
の
２
月
に
３
回
目
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
を
計
画
し
、隊
員
が
安
心
し
て
第
２
の

人
生
の
出
発
に
向
け
た
準
備
に
臨
め
る
よ
う
就
職

援
助
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。 

 

（
援
護
課
）

 
 

陸
・
海
・
空
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る 

幹
部
自
衛
官
を
育
成
す
る 

防
衛
大
学
校
試
験
始
ま
る
！ 

 ■伸和コントロールズ㈱での業務体験 

 ■ホテルオークラＪＲハウステンボスでの 
自衛隊ＯＢ社員との懇談 

今年度 第２回目の若年定年退職予定隊員インターンシップを実施 

長
崎
地
本
（
本
部
長 

江
上
昌
利 

１
等
海
佐
）
は
、

11
月
６
日
（
土
）
及
び
７
日
（
日
）
に
、
離
島
を
含
む

県
内
５
ヶ
所
に
お
い
て
、
防
衛
大
学
校
（
一
般
）
１
次

試
験
を
実
施
し
、
県
内
か
ら
２
２
０
名
が
受
験
し
た
。 

防
衛
大
学
校
は
、
神
奈
川
県
横
須
賀
市
に
所
在
し
、

東
京
湾
を
望
み
、
富
士
山
を
仰
ぐ
風
光
明
媚
な
環
境
の

も
と
、
国
際
的
な
平
和
を
将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
す
る

た
め
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。 

ま
た
、
日
本
で
唯
一
、
幹
部
自
衛
官
を
育
成
す
る
大

学
教
育
機
関
で
あ
り
、
そ
の
学
習
環
境
で
は
広
い
視
野
、

科
学
的
な
思
考
力
、
豊
か
な
人
間
性
、
そ
し
て
幹
部
自

衛
官
に
ふ
さ
わ
し
い
精
神
を
育
く
ん
で
い
る
。 

在
学
期
間
は
、
一
般
大
学
と
同
じ
４
年
制
で
あ
り
、

人
文
・
社
会
科
学
系
又
は
理
工
学
系
に
分
か
れ
、
２
学

年
進
級
時
に
14
分
野
の
学
科
か
ら
本
人
の
希
望
等
に
よ

り
１
学
科
を
専
攻
す
る
。 

 
 

ま
た
、
そ
の
ほ
か
戦
史
や
国
防
論
、
戦
略
論
な
ど
も

履
修
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
一
般
大
学
に
は
見
ら
れ
な
い

防
衛
大
学
校
な
ら
で
は
の
教
育
科
目
で
あ
る
。 

さ
ら
に
、
防
衛
大
学
校
で
は
年
間
を
通
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
行
事
が
行
わ
れ
、
学
生
全
員
が
参
加
し
「
学
び
、

鍛
え
、
親
睦
を
深
め
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
多
様
な
行
事

が
有
意
義
な
学
生
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
毎
日
を
よ
り

い
っ
そ
う
豊
か
に
し
て
い
る
。 

校
友
会
（
ク
ラ
ブ
活
動
）
に
お
い
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ

と
文
化
の
両
分
野
で
活
動
を
通
じ
て
友
情
を
育
み
、
気

力
・
体
力
の
向
上
と
連
帯
感
の
養
成
を
目
指
し
て
い
る
。 

防
衛
大
学
校
で
は
、
陸
上
・
海
上
・
航
空
各
自
衛
隊

の
平
和
を
守
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
人
材
を

数
多
く
輩
出
す
る
た
め
、
全
国
各
地
か
ら
同
じ
志
を
も

っ
た
学
生
の
志
願
を
心
待
ち
に
し
て
お
り
、
昨
年
度
は

長
崎
県
か
ら
10
名
が
防
衛
大
学
校
に
入
学
し
て
い
る
。 

 

 

長
崎
地
本
は
、
一
人
で
も
多
く
の
若
者
が
自
衛
官
と
い
う
職
業
の

魅
力
を
理
解
し
て
志
願
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
祈
念
し
つ
つ
、
日

夜
、
募
集
活
動
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
、
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
募
集
課
） 

 

 ■防衛大学校試験（北九州予備校長崎校）  ■防衛大学校試験（諫早商工会議所） 

対
馬
駐
在
員
事
務
所
（
所
長 

新
甫
豊 

陸
曹

長
）
は
、
10
月
28
日
（
木
）
対
馬
市
立
大
船
越

小
学
校
（
対
馬
市
美
津
島
町
）
の
陸
上
自
衛
隊
対

馬
駐
屯
地
（
司
令 

町
中
芳
則 

１
等
陸
佐
）
見
学

を
支
援
し
た
。 

本
件
は
、
従
来
島
外
で
の
修
学
旅
行
を
行
っ
て

い
た
大
船
越
小
学
校
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
に
よ
り
、
島
内
で
の
修
学
旅
行
を
計
画
す

る
に
当
た
り
、陸
上
自
衛
隊
対
馬
駐
屯
地
の
見
学

の
依
頼
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。 

当
日
は
、
快
晴
か
つ
温
暖
な
天
候
に
恵
ま
れ
、

陸
上
自
衛
隊
対
馬
駐
屯
地
の
グ
ラ
ン
ド
に
到
着

し
た
生
徒
達
は
、２
個
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
装
備

品
の
説
明
を
受
け
た
の
ち
体
験
試
乗
を
行
っ
た
。

普
段
は
見
ら
れ
な
い
装
備
品
に
興
味
津
々
で
熱

心
に
説
明
を
聞
き
、軽
装
甲
機
動
車
や
高
機
動
車

の
体
験
試
乗
で
は
大
い
に
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で

あ
っ
た
。 

                  

 
 

生
徒
か
ら
は
「
車
は
何
台
あ
る
の
で
す
か
？
」

「
ど
ん
な
訓
練
を
し
て
い
る
の
で
す
か
？
」
な
ど

の
質
問
の
ほ
か
、
「
自
衛
隊
の
人
は
怖
い
と
思
っ

て
い
た
け
ど
、
優
し
く
て
、
面
白
い
人
が
い
る
と

知
り
ま
し
た
。
」
な
ど
の
感
想
を
述
べ
て
い
た
。 

対
馬
駐
在
員
事
務
所
は
、
今
後
も
学
校
か
ら
の

要
望
に
で
き
る
限
り
対
応
し
て
い
き
、
自
衛
隊
へ

の
理
解
を
深
め
て
頂
く
と
と
も
に
職
業
選
択
の
１

つ
に
な
る
様
に
活
動
し
て
ゆ
く
所
存
で
あ
る
。 

 大船越小学校 対馬駐屯地見学 


